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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

岡林航太郎
(内科・神経内科)

青山麻織
糖尿病(予約制)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

外来休診

増子忠道
(訪問診療)

田村所長
(内科)

根岸美帆
(訪問診療)

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 休診 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 休診 休診 休診 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参
加
し
て

西
葛
西

佐
々
木
恵
子

小
学
生
の
社
会
の
授
業
で
「
み

ん
な
の
生
ま
れ
た
頃
に
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
と
、
教
え
て

く
れ
た
担
任
の
言
葉
と
写
真
が
目

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
写

真
が
被
災
し
た
第
五
福
竜
丸
の
無

線
長
久
保
山
愛
吉
さ
ん
で
し
た
。

で
も
、
そ
れ
が
大
変
な
事
件
だ
と

分
か
っ
た
の
は
だ
い
ぶ
後
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

29
日
の
全
体
集
会
の
後
、
私
は

「
ビ
キ
ニ
事
件
と
原
水
爆
禁
止
運
動

入
門
編
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
夢
の
島
に
あ
る
第
五
福
竜

丸
展
示
館
学
芸
員
の
方
で
す
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
海
の
青
さ

の
中
に
は
現
地
の
人
の
笑
顔
も
あ

る
け
れ
ど
、
70
年
前
の
こ
の
実
験

に
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
困
難
を
抱
え

て
い
る
人
た
ち
も
い
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
作
っ

た
核
は
、
核
の
ゴ
ミ
と
し
て
も
こ

の
美
し
い
海
・
私
た
ち
が
生
活
す

る
地
球
に
残
る
の
で
す
。

後
半
の
講
師
か
ら
は
、
こ
の
実

験
を
機
に
杉
並
区
の
女
性
が
中
心

に
な
り
、
地
域
や
築
地
で
署
名
を

集
め
、
現
在
の
原
水
禁
運
動
が
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。
当
時
の
署
名
が
大
事
に
保

管
さ
れ
て
お
り
、
地
区
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
て
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
莫
大
な
数
で
す
。

当
時
の
一
般
庶
民
の
団
結
力
が

迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

気
に
な
っ
て
い
た
久
保
山
さ
ん

の
墓
参
が
出
来
た
こ
と
。
平
和
運

動
の
発
端
に
な
っ
た
女
性
の
力
、

署
名
活
動
が
国
を
動
か
す
力
に

な
っ
た
こ
と
。
海
に
囲
ま
れ
た
日

本
こ
そ
、
そ
し
て
長
崎
・
広
島
に

落
と
さ
れ
た
核
爆
弾
に
よ
り
多
く

の
人
た
ち
が

80
年
経
っ
た
今
で
も

心
身
に
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
核
は
実
験
で
も
１
度

作
っ
た
ら
環
境
破
壊
に
な
る
こ

と
。
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
２

日
間
で
し
た
。

核
兵
器
は
戦
争
を
し
よ
う
と
す

る
か
ら
必
要
。
戦
争
を
考
え
な
け

れ
ば
核
実
験
も
核
兵
器
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2024年4月10日 第137号

米
国
が
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た
水
爆
実
験
に
よ

る
被
災
か
ら
70
年
の
３
月
１
日
「
被
災
70
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
核

兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集

会
が
静
岡
市
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
結
ん
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
１
5
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
す
る
日
本
を
め
ざ
し
、
草
の
根
の
活
動
を
交
流
す
る
と
共
に
、
ビ
キ

ニ
被
災
事
件
の
全
容
解
明
と
被
害
者
救
済
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会
の
3
月
29
日
、
4
月
1
日
に
、
江
戸
川
か
ら
健
康
友
の
会
の

佐
々
木
恵
子
さ
ん
ら
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

ビ
キ
ニ
被
災

70
年
、
被
爆

80
年

非
核
の
日
本
を
め
ざ
そ
う

非核日本キャンペーンをひろげましょう

日本原水協は2024年3月から25年8月ま

で「ビキニ水爆被災70年から被爆80年へ―

非核の日本をめざす全国キャンペーン」を

開始しました。健康友の会は江戸川原水協

と共に「原爆と人間」やビキニ被災などの

写真パネル展示と日本の核兵器禁止条約へ

の参加を求める署名活動などに参加します。

久保山愛吉さんの墓の前で。

佐々木恵子さん(右）、江戸川原

水協の丸宗市会長と共に非核の

日本をめざす決意を新たにしま

した。

ビキニデー

3.1集会
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▼
俳
句

三
郷

石
塚

ふ
さ
子

三
月
の
雛
の
木
目
込
み
孫
の
帯

寒
雨
に
耐
え
て
泣
い
て
る
白
き
老
梅

寒
夜
空
流
れ
る
雲
や
お
ぼ
ろ
月

江
戸
川

長
沢

常
良

バ
ス
停
に
雷
の
一
文
字
鳥
帰
る

紫
陽
花
の
濡
れ
て
宗
吾
の
奥
の
院

遠
く
な
る
昭
和
一
桁
別
れ
霜

佐
倉
の
森
鶯
の
初
音
冴
へ
に
け
り

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

九
条
の
国
が
ば
ら
ま
く
武
器
輸
出

裏
金
に
一
つ
お
ま
け
の
破
廉
恥
罪

イ
ン
ト
ロ
は
さ
っ
と
飛
ば
し
て
サ
ビ
を
聴
く

お
花
見
は
つ
ぼ
み
で
も
よ
し
酒
あ
れ
ば

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

背
が
縮
み
ズ
ボ
ン
の
裾
が
床
掃
除

何
か
あ
る
奥
方
俺
に
優
し
す
ぎ

証
拠
品
出
さ
れ
る
ま
で
の
口
達
者

軒
借
り
た
二
人
に
時
雨
縁
結
び

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

東
京
に
大
雪
警
報
流
る
る
夜
能
登
の
寒
波
の
暮
ら
し
思
い
ぬ

大
浦
湾
に
石
材
投
げ
入
れ
白
濁
の
美
ら
海
「
ジ
ュ
ゴ
ン
」
は
今
は
い
ず
こ
に

久
々
の
ミ
ニ
牛
丼
は
美
味
な
る
も
帰
路
の
「
う
な
ぎ
屋
」
列
を
な
し
お
り

※
前
号
の
二
瓶
さ
ん
の
短
歌
に
校
正
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
い
短
歌
を
掲
載
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

体
調
の
す
ぐ
れ
ぬ
妻
の
小
晦
日
う
た
た
寝
の
夢
に
明
る
さ
よ
来
い

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

●葛西みなみ診療所５ F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参・参加無料

着物リメイクの会

3
月
27
日
、
臨
海
公
園
で
の

お
花
見
。
前
日
ま
で
の
雨
模
様

が
す
っ
か
り
晴
れ
て
、
絶
好
の

お
花
見
日
和
。
寒
い
日
が
続
き
、

残
念
な
が
ら
開
花
予
想
を
大
き

く
外
れ
て
サ
ク
ラ
並
木
の
花
は

ま
だ
蕾
。
陽
当
た
り
の
良
い
枝

に
開
い
た
花
を
数
え
て
の
お
花

見
で
し
た
。
が
、
幹
事
さ
ん
が

選
ん
で
く
れ
た
昼
食
場
所
は
ハ

ナ
ニ
ラ
が
一
面
に
咲
い
た
日
当

た
り
の
良
い
素
晴
ら
し
い
場
所
。

持
ち
寄
り
の
食
べ
物
や
飲
み
物

を
分
け
合
っ
て
楽
し
い
交
流
の

時
間
が
持
て
ま
し
た
。
最
初
15

名
が
、
お
天
気
に
誘
わ
れ
て
か
、

最
多
30
名
に
。
尺
八
演
奏
や
歌
、

ク
イ
ズ
も
飛
び
出
し
、
拍
手
や

笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
戦

中
育
ち
の
大
先
輩
か
ら
の
貴
重

な
体
験
談
も
あ
り
、
楽
し
く
貴

重
な
ひ
と
時
で
し
た
。
（
太
田
）

前
号
の
木
村
吉
伸
さ
ん

（
元
新
小
岩
診
療
所
）
の
被

災
地
の
報
告
を
読
む
と
、

診
療
所
や
友
の
会
の
救
援

活
動
が
被
災
者
に
と
っ
て

ど
ん
な
に
心
強
い
こ
と
か
が
想
像

さ
れ
ま
す
。
東
日
本
の
教
訓
を
生

か
し
て
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
▼
折
し
も
東
日

本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら

13
年
、
未
だ
に
故
郷
に
帰
れ
な
い

人
が
２
万
９
千
人
、
原
発
の
廃
炉

は
目
途
も
経
っ
て
い
な
い
。
だ
の

に
政
府
は
原
発
推
進
の
構
え
。
故

郷
を
返
せ
！
原
発
ゼ
ロ
へ
！
▼
裏

金
問
題
は
自
民
党
の
組
織
的
犯
罪

と
言
わ
れ
る
大
事
件
で
す
。
知
っ

て
る
は
ず
の
幹
部
が
こ
ぞ
っ
て
知

ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
。
加
え
て
破
廉
恥
懇

親
会
。
国
民
は
皆
怒
り
心
頭
で

す
。
証
人
喚
問
の
実
現
を‼

政
権
は

崩
壊
寸
前
、
選
挙
で
と
ど
め
を
刺

そ
う
！
▼
不
安
定
な
春
の
天
気
、

お
花
見
に
も
入
学
式
に
も
満
開
の

桜
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
小
林
）

＜みんなの居場所＞
（手芸・小物づくり他）

●毎週 火・木 10時～ 15時

＜トークとうたう会＞
●毎月 第２土曜日

14時～ 15 時 30 分

●場所：一之江内科４ F

一之江センター

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20

日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

編集後記

私
の
故
郷
は

13
年
前
に
東

日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

福
島
県
で
す
。
最
も
被
害
を
受

け
た
双
葉
郡
浪
江
町
か
ら
は

50
㎞
離
れ
た
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
東
線

の
沿
線
で
阿
武
隈
山
系
内
に
あ

る
田
村
郡
小
野
町
と
言
う
小
さ

な
街
の
外
れ
で
し
た
。
四
方
は

つ
つ
じ
の
名
勝
で
あ
る
高
柴
山
。

そ
し
て
当
時
、
黒
御
影
石
が
採

掘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
黒
石
山
が

あ
り
、
文
字
通
り
山
々
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
部
落
で
し
た
。
山

に
は
猪
や
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
イ

タ
チ
な
ど
が
生
息
し
、
家
畜
や

農
作
物
に
も
被
害
を
与
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
小
川
に
は
、
川

魚
が
た
く
さ
ん
泳
ぎ
、
夏
に
は

子
供
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

私
は
石
屋
職
人
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
も
の
の
生
ま
れ
つ

き
視
力
が
な
い
た
め
、
学
校
へ

は
い
つ
も
母
親
が
付
き
添
い
、

ノ
ー
ト
を
取
っ
て
く
れ
、
家
に

帰
る
と
毎
日
復
習
を
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。

中
学
を
機
に
、
県
立
郡
山
盲

学
校
に
入
り
、
虚
弱
児
だ
っ
た

私
も
体
を
動
か
す
こ
と
で
徐
々

に
、
丈
夫
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
入
学
後
大
変
だ
っ
た
の
は
、

指
で
点
字
を
読
む
こ
と
で
す
。

夜
も
寮
で
の
消
灯
後
、
布
団
の

中
で
点
字
本
を
お
な
か
の
上
で

読
み
覚
え
た
も
の
で
し
た
。

高
校
は
福
島
市
に
あ
る
県
立

の
盲
学
校
で
学
び
、
放
課
後
の

ク
ラ
ブ
活
動
を
終
え
る
と
友
と

喫
茶
店
や
県
立
の
図
書
館
へ
よ

く
行
っ
た
も
の
で
す
。
当
時
、

禁
酒
禁
煙
に
も
関
わ
ら
ず
、
先

輩
に
誘
わ
れ
、
そ
の
後
の
お
酒

を
飲
む
き
っ
か
け
を
与
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
級
生

に
誘
わ
れ
、
県
庁
広
場
で
行
わ

れ
た
沖
縄
返
還
を
求
め
る
集
会

や
白
鳥
事
件
の
被
告
と
な
っ
た

村
上
国
治
さ
ん
の
講
演
を
聞
き

に
行
き
、
当
時
の
社
会
の
矛
盾

に
怒
り
さ
え
覚
え
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら

55
年
、
今
ま
た

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
、
そ
れ
に
続
く
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
侵

攻
に
見
る
よ
う
に
、
障
害
者
、

子
供
女
性
な
ど
弱
い
も
の
が
最

も
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
安
心
し
て
平
和
で
平
等

に
生
き
ら
れ
る
よ
う
微
力
な
が

ら
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

福島県

江東区 小日向光夫

絶好の青空の下でお花見

〝つながりカフェ〟では３月４日、ひな祭りにちな

んでちらし寿司を用意しました。スタッフの高野芳子

さん遠田博子さんが前日から仕込んだ具材を炊き立て

のご飯と混ぜあわせ、20 人分を用意しましたが、好

評で売り切れてしまいました。食べにきた診療所職員

さん「ごめんなさい」。みなさんも気軽に〝つながり

カフェ〟に来てください。次回はビーフカレーにしよ

うかなどとスタッフ一同張り切っています。（森岡）

★
読
者
か
ら
の
感
想
★

新
年
会
に
75
名
と
は
！
、
こ
ち
ら
の
九

条
の
会
の
講
演
会
と
同
人
数
で
ビ
ッ
ク
リ
。

皆
さ
ん
待
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
内
容
も

楽
し
そ
う
で
羨
ま
し
い
で
す
。
渡
部
さ
ん

は
ま
だ
元
気
に
尺
八
を
吹
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
ね
。
恋
之
介
さ
ん
の
演
技
を
一

度
拝
見
し
た
い
で
す
。
来
年
は
参
加
し
よ

う
か
な
。
夫
が
行
け
る
う
ち
に
。

（
つ
く
ば
み
ら
い
市

堀
孝
子
）

山
々
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
部
落

盲
目
の
私
を
育
ん
で
く
れ
た
母
や
友
人

今日は

ちらし寿司の日

スタート時点でのメンバーで。このあと青空にひかれ続々と
参加者が増えました。

淡い青紫のハナニラが春の爽やかさで迎え
てくれました



1 2024.4.10 友の会だより №137 友の会だより №137 2024.4.10 4

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話：5679-7 1 3 0 FAX・5679-7131

ﾒｰﾙ：edogawa_kenkou_tomonokai@nankatu.or.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

岡林航太郎
(内科・神経内科)

青山麻織
糖尿病(予約制)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

外来休診

増子忠道
(訪問診療)

田村所長
(内科)

根岸美帆
(訪問診療)

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 休診 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 休診 休診 休診 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参
加
し
て

西
葛
西

佐
々
木
恵
子

小
学
生
の
社
会
の
授
業
で
「
み

ん
な
の
生
ま
れ
た
頃
に
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
よ
」
と
、
教
え
て

く
れ
た
担
任
の
言
葉
と
写
真
が
目

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
写

真
が
被
災
し
た
第
五
福
竜
丸
の
無

線
長
久
保
山
愛
吉
さ
ん
で
し
た
。

で
も
、
そ
れ
が
大
変
な
事
件
だ
と

分
か
っ
た
の
は
だ
い
ぶ
後
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

29
日
の
全
体
集
会
の
後
、
私
は

「
ビ
キ
ニ
事
件
と
原
水
爆
禁
止
運
動

入
門
編
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
夢
の
島
に
あ
る
第
五
福
竜

丸
展
示
館
学
芸
員
の
方
で
す
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
海
の
青
さ

の
中
に
は
現
地
の
人
の
笑
顔
も
あ

る
け
れ
ど
、
70
年
前
の
こ
の
実
験

に
よ
り
、
ま
だ
ま
だ
困
難
を
抱
え

て
い
る
人
た
ち
も
い
る
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
作
っ

た
核
は
、
核
の
ゴ
ミ
と
し
て
も
こ

の
美
し
い
海
・
私
た
ち
が
生
活
す

る
地
球
に
残
る
の
で
す
。

後
半
の
講
師
か
ら
は
、
こ
の
実

験
を
機
に
杉
並
区
の
女
性
が
中
心

に
な
り
、
地
域
や
築
地
で
署
名
を

集
め
、
現
在
の
原
水
禁
運
動
が
こ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
も
学
び
ま

し
た
。
当
時
の
署
名
が
大
事
に
保

管
さ
れ
て
お
り
、
地
区
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
て
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
莫
大
な
数
で
す
。

当
時
の
一
般
庶
民
の
団
結
力
が

迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

気
に
な
っ
て
い
た
久
保
山
さ
ん

の
墓
参
が
出
来
た
こ
と
。
平
和
運

動
の
発
端
に
な
っ
た
女
性
の
力
、

署
名
活
動
が
国
を
動
か
す
力
に

な
っ
た
こ
と
。
海
に
囲
ま
れ
た
日

本
こ
そ
、
そ
し
て
長
崎
・
広
島
に

落
と
さ
れ
た
核
爆
弾
に
よ
り
多
く

の
人
た
ち
が

80
年
経
っ
た
今
で
も

心
身
に
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
核
は
実
験
で
も
１
度

作
っ
た
ら
環
境
破
壊
に
な
る
こ

と
。
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
２

日
間
で
し
た
。

核
兵
器
は
戦
争
を
し
よ
う
と
す

る
か
ら
必
要
。
戦
争
を
考
え
な
け

れ
ば
核
実
験
も
核
兵
器
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2024年4月10日 第137号

米
国
が
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
っ
た
水
爆
実
験
に
よ

る
被
災
か
ら
70
年
の
３
月
１
日
「
被
災
70
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
核

兵
器
禁
止
・
廃
絶
の
運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
集

会
が
静
岡
市
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
結
ん
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
１
5
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
す
る
日
本
を
め
ざ
し
、
草
の
根
の
活
動
を
交
流
す
る
と
共
に
、
ビ
キ

ニ
被
災
事
件
の
全
容
解
明
と
被
害
者
救
済
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会
の
3
月
29
日
、
4
月
1
日
に
、
江
戸
川
か
ら
健
康
友
の
会
の

佐
々
木
恵
子
さ
ん
ら
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

ビ
キ
ニ
被
災

70
年
、
被
爆

80
年

非
核
の
日
本
を
め
ざ
そ
う

非核日本キャンペーンをひろげましょう

日本原水協は2024年3月から25年8月ま

で「ビキニ水爆被災70年から被爆80年へ―

非核の日本をめざす全国キャンペーン」を

開始しました。健康友の会は江戸川原水協

と共に「原爆と人間」やビキニ被災などの

写真パネル展示と日本の核兵器禁止条約へ

の参加を求める署名活動などに参加します。

久保山愛吉さんの墓の前で。

佐々木恵子さん(右）、江戸川原

水協の丸宗市会長と共に非核の

日本をめざす決意を新たにしま

した。

ビキニデー

3.1集会


